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BIOS: Biopolitics α~nd Philosophy 















死の政治へと転じる スクをはらむのか。」エスポジトは この間いがまぎれもなく今日われわ が引き受けなければなら いものであることを示すべく、以下のような例を挙げて る。出生前診断により遺伝子的に欠陥をもつことが判明した人間の「生まれてこない権利」や、出生に関する様々なリスク調整、二
OO
一年のテロ以降の新しい人道主義戦争、




























り越えを試み、ナチズム後の哲学(現象学 科学哲学 一部 ドゥル
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う二つの語が重要なものと る。政治は自然をコントロールしようとするが、決して支配できないし、それと完全にコ致す 」こ も きない。ここでのアプローチのひとつは、ダ
1
ウィンの進化論に基礎をおいてお









































































































反対の原理である共同体のロジックの中 書き込まれる。 は共同体の原理を前提としているの る。ナチズムは、免疫化のパラダイムを極限まで押し進め、共同体の死にまで行き着いてしまったも といえるだろう。ここで、『、ビオス』冒頭 いくつかの例を思い出してみると、これらも同じ免疫化のパラダイムにしたがっていることがわかる。生政治とは、もとより、生物学的なものが政治の領域に入り込むという意味を含むものであった。しかし 免疫化のパラダイムの導入により、それと同時に政治がある意味において生物学化され と う仕方もまた明らかになった。 のパラダイムは、完全な生の規範化、二重の身体の囲いこみ、生の予期的な抑圧とい 三つの〈装置〉をもっナチ 体制に
(ロ)
おいて頂点を極める。もちろん、近代化というも が免疫ムのみによって解釈可能だというわけではないが 生ど政治 いうこっの要素 結びつきは、ここで新たな意味を得る。四、おわりに以上において、われわれは、生政治の解釈が直面している困難について、生政治の構造 内側から解
J明するエスポジトの試みを追ってきた。
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(6)
これは、フ
l
コーによるクラウゼヴイツツのテ
l
ゼの転倒(「戦争は政治の
延長である」から「政治は戦争の延長である」へ)になぞらえたものと思われる。(ミシェル・フ
I
コ
l
、田村倣訳、『監獄の誕生||監視と処罰』、
新潮社、一九七七、一七
O頁参照。)
(7)
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